
以上,当初の目的であった,ニホンザルにおけ

る精液中ポリアミンの季節間の差異は明らかにし

得たが,成分分析で述べたように,ヒトやラット

とは異なる成績も得られたため,ポリアミンを性

腺機能の指標として利用するためには,今後さら

に検討する必要が生じた｡たとえば,ラットにお

いては,去勢によって前立腺液中のポリアミンは

約1/10に減少し,アンドロゲン投与によって増
加することが確認されており,ポリアミンがアン

ドロゲン依存性であることが知られているが,_ニ

ホンザルでも,このような実験が行われてはじめ

て,今回得られた成績を正しく評価することがで

きることになる｡ポリアミンの代謝経路やカダベ

リンの由来など,今後さらに基礎的な検討を加え,

性腺機能との関連も含めて,総合的にポリアミン

の利用価値を明らかにしたい｡

計画10-4:

野生ニホンザルにおける妊娠に成功するまでの排

卵数

羽山伸一 (日獣畜大 ･野生動物)

これまで2年間の研究により,飼育下のニホン

ザルで,卵巣中黄体数による排卵数の推定や子宮

血管眉における妊娠性硬変による妊娠経験の推定

などを可能にしてきた｡そこで,今年度は野生状

態におけるニホンザルの繁殖生物学的′ヾラメータ

を明らかにする研究の一環として,妊娠中ないし

は出産後数ヶ月以内 (およそ6ケ月)で捕殺され

た野生ニホンザルの卵巣を組織学的に検索 して,

妊掛 こ成功するまでの交尾期間中排卵数の推定を

試みた｡

卵巣はホルマリン固定後,常法によりパラフィ

ン包埋し,5ミクロンの厚さで連続切片とした｡

組織学的な観察は,マッソン･トリクローム･ゴー

ルドナー変法により染色後行なった｡

現在のところ,13例の卵巣を観察し,卵巣中に

黄体を2コ以上確認できたのが11例であった｡こ

れは,妊娠黄体以外に黄体が存在することを意味

し,交尾期間中に2回以上の排卵があった可能性

を示唆するものである｡

ただ,前年の妊娠黄体の退行物と,発情性黄体

とを区別できていない可能性もあるので,現在,

リボフスチンの検出,結合組織の発達などで妊娠

黄体特有の退行過程がみられるのかどうかを検討

中である｡

課 題 11

計画11-1:

等電点電気泳動法によるカニクイザルのct.-ア

ンチトリプシン変異の検出

田中洋之 (名大 ･農)

これまでデンプンゲル電気泳動法により多型検

索が行われてきているカニクイザル (肋 CαCα

fascicularis)の血流a1-アンチトリプシン (以

下α1-ATと略す)を等電点電気泳動法 (以下I

EFと略す)により分析した｡まず家系試料を含

む新鮮血清を分析し変異の退伝様式の検討を行い,

次に変異の記載と変異の地理的分布の把握を行う

ため,インドネシア及びタイ出自の野生個体群の

保存血祭試料を分析した｡

結果は,次のようにまとめられる｡1)IEFに

よるα1-ATの表現型は,3本′ヾンドパターン

(1本のメジャーバンドと少なくとも2本の陰極

側マイナーバンドから成る)または3-4本のマ
イナーバンドを伴う2本のメジャーバン ドとし

て観察された｡家系解析の結果,前者と後者の表

現型は,それぞれホモ接合体とヘテロ接合体に相

当し,αrATの変異は常染色体上の共優性迫

伝子に支配されると考えられた｡2)合計9種煩

の表現型が検出された｡この多型現象には,4種

類の対立退伝子の関与が予想された｡このうちの

3種頬はデンプンゲル電気泳動法によっても区別

可能なB,a Dであり,残りの1種規はIEFに

よる分析で Cか ら区別できるC3であった｡

3)α1-AT変異の不連続な分布が観察された｡

インドネシアのスマトラ,ジャワ及びスソバワ島

の地域集団においては,変異退伝子βが頻繁に

観察されたのに対L" バリとロンポク島の袋団で

は,Cが高頻度で分布していた｡またタイでは,
南部地域集団においてβが頻繁に見出されたの

に対し,北部地域菜団ではCが高頻度で出現し

た｡これまで報告されているD退伝子の他に,北

部地域集団の西部地方の限られた袋団でC3の分

布が観察された｡

Kawamotoら (1989)の退伝学的研究では,

タイ北部地域架団の東部と西部地方の染団間に迫

伝的分化の傾向がみとめられる｡IEFにより明ら
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かにされたC3の分布は,Kawamotoらの知見を

支持すると考えられる｡

今回の研究で.α.-ATはIEFによる分析で

より有効なiB伝標識として利用できると考えられ

た｡

計画11-2:

マカカ属におけるAHSG型とORM型の遺伝様

式に関する研究

湯浅 勲 (鳥取大)

昭和63年度共同利用研究以来,種々の霊長頬に

おける血清タンパクAHSG型とORM型の変異

性について等電点電気泳動法を用いて調査し,多

くの種が高度の多型性を示すことを明らかにして

きた｡本研究では,ORM型でもっとも高い多型

性を示したカニクイザル (M./ascieularis)を用
いてこれらの形質の迫伝性を調べた｡

東南アジア諸国から採取 ･繁殖されている親子

関係のわかっている3世代を含む91個体を既報に

したがって分析した｡

･ORM型は陽極側の薄いバンドと陰極側の濃い

バンドからなる泳動バターンが,登録 ミスとおも

われる1個体を除いて,共優性的に親から子へ退

伝しており,ダブル′ヾンドパターンを里するのは

ヒトのORMと比較して,シアリダーゼに対して

抵抗性があるためと考えられた｡マカカ属で24個
の対立退伝子が観察されているが,今回のサンプ

ルでさらに4例の新しい対立迫伝子がみつかり.

カニクイザルで認められたのは合計19個となり,

極めて多数の退伝子によって梢成されていた｡

AHSG型はカニクイザル特異的なAHSG･3と

多くの種に認められたAHSG･2との2つの退伝

子で構成されている｡今回のサンプルで3個体の

親ザルがヘテロ型で,その子ザルにも同じへテロ

型が観察された｡

ヒトのORM型は密に連鎖した2つの構造迫伝

子座に支配されており,両座とも共優性迫伝をす

ることが知られているが,他種もカニクイザルと

同様の泳動パターンを示したので,マカカ屑はLIl

-座位によって支配されていると考えられる｡他

のオナガザル科も苑本的にはマカカ属と同様のバ

ターンを示すことから,謡長規の進化の過程で

ORM迫伝子がfR校したのはヒト上科の分化以後

と考えられ.多王在,チンパンジーにおける迫伝を

調杢中である｡AHSG型はヒト同様に.常染色

休共優性退伝と矛盾なく,マカカ屈共通の性質と

思われる｡タイワンザルはタイワンザル特異的な

AHSG･1と上述のAHSG･2からなり,ニホンザ

ルには見られない｡しかも.null迫伝子の存在は

示唆されなかったので, これらの識別にAHSG

型も布効な標識迫伝子になりうると考えられる.

計画11-3:

マカカ屑サルの種内,種間変異に関する研究-

とくに構成脂肪酸パターンによる変異の定量化I

中野益男 (帯広畜産大 ･生物資源化学)

霊長頬の種内,種間の遺伝学的変異性の定量化

は,これまで血液タンパクの構造を支配する遺伝

子の変異やミトコンドリアDNAの多型を標識と

して行われていた｡しかし最近の研究から,動物

体の脂質を構成する脂肪酸の組成には化学的特徴

があり,安定して保持されることが明らかにされ

ている.従って,脂肪酸の構成パターンは,種間

関係を解明する標識になると考えられる｡今年度

は霊長頬の骨,脇署完の脂質を構成する脂肪酸を系
統的に調べ,その梢成 .̂ターンから,迫伝学的変

異の定穴化を試みた｡

笠長規の原独頬のツバイ科,新世界ザルのオマ

キザル科,マーモセット科,旧世界ザルのオナガ

ザル科,類人猿のオランウータン科等の頭骨,椎

骨.大腿骨,旺骨および胎盤201試料の構成脂肪

慨を調べた.脂肪酸組成を重回帰分析により,パ

ターン化し,相関行列距離を基にしたクラスター

分析から種内,種問の変異関係の定員化を試み

た｡

椎骨を除く頭骨,大腿骨,腔骨の脂肪酸組成は

種ごとに特徴のある脂肪酸パターンを持ってい

た｡新世界ザルと旧世界ザルでは種問に明確な距

離が観察された｡オナガザル科のうち.ニホンザ

ルとマントヒヒは相関距離にして0.025の近似値
を持つのに対 して, ニホンザルとバ タスモン

キー,グリンモンキーのそれは0.245の遠い距離
にあり.系統的に明確な変只がみられた.ニホン

ザルの地域災団では,いずれも0.02-0.03の相聞
距離の範囲に分布していて雄田内で変異はみられ

なかった.しかし,並種のヤクザルや他のマカク

属との問には0.05-0.3の相聞距離の範囲で変異
を認めた｡胎盤の全脂質および糖脂質の脂肪酸パ
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